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ltis established that mushroom mycelium grows between30C and33OC．intemperature，  

but thereis no definitetheory（estab］．ished）interms of temperature to maintainitsvitality．  

Temperatureisthe mostimportant element whereitisraised for the commercialpurpose．   

Thisreportindicateshow temperature effectsupon the vitality of mushroommycelium  

through both wheat media andglucose－agar media．Some ofthe mycelia werein existence  

for sixteen days at37OC．in the highest，andin thelowest for thirty days at－20OC．How－  

ever，aumaterialswere extir）Ctinsixtydays at－20C．The mycelium of the white variety  

Of mu血room，Which has beenproducedinJapanfrom the old time，eXistedforseven days  

at－100C，althoughthere weresomedifferencesindurabilityaccordingtotheir strains．  

緒  ロ  

マツシェルーム菌糸の成育と温度との関係についてほ前報告吾に記戯の多数の研究とB．B．Stoller  

（1954）があり、その成育範囲ほ30～330Cとされている♪これが成長の限界で死滅の温度は未だ  

明らかでない。商業的栽堵が行われる際、栽培堂温及び栽培床温が薗の成育の良否に夏らにほ菌茸  

の収穫の成績匿想像を超えた極めて深い関係を有するので、これがために各栽培地域と栽培時季と  

には慎零な考慮を払う必要がある。この実験は蘭の生死の限界を知る目的で行ったもので、小麦を  

主とする培養基の純粋培地及び葡萄糖籍天培地を使用した。   

試験の結果によれば菌糸は370Cに達するとその温度にある期間中成長を休止するが250Cに下  

降しその温度で或る期間を経過すると、生気を取戻して再び成長レ蛤めた。   

高温にほ370Cで15日間は生存し、低温にほ－20Cで30日間ほ生存し、－20C60日間で死滅し  

た。しかし薗の系統によって高温に耐性あるもの或ほ低泡にほ耐性の強いも’のがあった。  

実  験   

Ⅰ．培養基の調製  試料を入れる容器裾前報告と同様Ⅸ氾c．c．のガラス製三角フラスコを使用し  
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た。   

培養基の組成  小麦、炭酸カルシウム、燐酸カルシウム、FTEを使用した。黄熟小麦に対する   

配合率は炭酸h｝レンウム0．25％、燐鞍＊）レシウム0．05％、FTEO．075％でFTEの成分組成ほ   

MnOi：4．0、Fe20乃10．0、ZnO4．0、CuO4．0、B雲082．0、MoO8O．2％である。  

殺菌15封度 70分   

丑．試 験 方 法  

試料を接橿漠夫々所定の温度と期間保持し、菌糸の培養器中に伸長完了する日数に●よって比較  

した。250Cに培養したものを対腰とし、高温370Cに処理複250Cで培養した、又低温処理後   

ほ250Cで培養した。   

Ⅲ．実 験 結 果  

耐高温試験（1）高温処理が比較的塩時間の場合で成育に僅かの停滞が認められた。第一表に示し   

た。  

第一表  培養条件と 完了 日数  

培養条件の種類   試No．料】脚日雷0笥獅日箋完了卵1完了日数‡平均値   

90 

1．対照試験25〇Cにて  9ご9いプ 
28■25   

培衰   

：l：㌢：：：；… 

2．援饉後370Cに24時  ■   

間、その後250Cに戻  ・ ・・・   

す   
●●   

3．接種後370Cに48時  99 
；；！ 

間、その後25〇Cに房   r 32．33   

す   10〟   〝  9・2210・19  30   

4．接種後370Cに72時   11  9．19  3  9．24   10．23  34   

間、その後25〇Cに尿   12  〃  〝  9．23  10．24  35  34．33   

す   13  〝  〝  9．24  10．23  34  

菌株は No．136  

耐高温試験（2）接種後250Cに次いで370Cに一定期間培養し。更らに250Cで埼養を完了せしめ  

た場合。菌糸の活動は370Cでほ一且停止はするが供試期間の範囲でほ死ななかった。これを適温  
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250Cに復し、或る期間を経過した時再び活動し始めた。また苦い菌糸より成熟した菌糸が高温に  

抵抗性が強かった  

第二義  処瑠温度期間差の影響 （1） 

の彊数   
処；哩汲！萱   梵。㌣！脚塵謂l250C日数  370C日数摩発菅   完了月日  接種～完了 日 数  平均値   

●  ●    ● l  

10．18  

10．17   

4   9．19   9．20  17   5 110．17   10．25   
10．17    11．7！ 11．16 11．11  49 58 53  53．33 i   

6  5  〝  〝  〝  // 10．18  

6  〝  〝  〝  lO・17  

36 37  

〝l  36  

1（し27  38  

7 9990 o．31  42  39．67   

．  39  

10．28  

； ・・・・・  10．29   39 40   39．87   

12  〝霊 〝  〝  // 10・21     10．29   40 q  

llO・29  44  

・ 14 

・・・・ 

； llO．30  41  41．00  

lO・31  42  

菌株は No．136  

耐高湿試験（3ノ常の370Cにての生存可能限度を定める目的で次の温度で処理した。j妾匝後18日間  

は19OC、次いで25OC、要らにほ370C、最後に25OCに温度を変えその間の日数も変えた。第三  

真の最後の例から370Cにてほ16日経過すれば死滅し始めるらしい。  

第≡表  処理温度期間整の影響  （2）  

処理の種数j㌔。警・l脚日l柳田已250C日数    370C日数  再発芽 月 日  完了月日  接種一完了 日 数  
】 1.13 19   0  2．19   38  

10対照試験  ：llプ 
〟   〝  2．17   36   

2．28 3 69  

11 64  

Ⅰ  

12－13 

i。 ．2 〝   3．26  74   
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菌株はNo．136  

耐低温試験（1）本実験ほ本菌活動の低温限界を定める目的で行った。試験薗を冷童中に保管し所定  

の期間の経過後適温に戻し、括性回復の有無を観察した。冷窒の温度の最高ほ00C最低は－50Cで  

－20Cの場合が最も多かった。培養基ほ前試験と同じ小麦培地とした。  

第四表  長期低温処∃望によ る影響  

l昌5〇誌l 

㌻2蒜芸蒜吉l完了月一瞥   
処∃彗の種類    叫鰍車芽月日  190C： 

（高温試験の共通）   

対照試験  

；1ご】1ご3けご ごl…三：；！≡   
11去l2 52 81   

1ケ月冷蔵の場合   

●●洗■■  

2ケ丹冷蔵の場合   ●  

菌株は No．138  

耐低温試験（2）原産地別による耐性試験を行った。各笹種菌を当皇栽培床に植付け茸を発生せしめ  

た。発生茸の組織の一片を萄葡糖宋天培養基上に植付け250Cで培養し発芽成熟した萄糸を冷窒に  

静置したものを試料とした。三発芽試験にほ葡苗穂寒天培地に移植し250Cに＿て発芽せしめた。  

第五表  原産地別によ る耐性  

菌の種堺別摩．輝培養月日冷室入月日冷壷温定！250C室人月日  発 芽 月 日   

1956．2．27  

1953■301956●1苧1－CC 1952－24  l  〝  

スエ i発芽せず   

1954－041956■131■OC 1952●24   発芽せず  

スェ爛 〝  

…；  〝   
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1953．4．03  1953・6・13′1・50CJ1956・2・24ど十晋莞雫㌫  
ァメ。カ白色 l  7 8        〝   〝  

〟        〝  

9  H  // 

〝  

1953．4．07  1956・2・24 

＋   〝  

！発芽せず  

イ ギリ ス 白色  10 11  〝  ユ953． 〟  〝   

12  〟   〝  

〝 〝l  l  〟             〝  

耐低湿試験（3）平均温度40Cの場合、500c．Gグヲスフラスコの小麦培養基中に完全に成育した英  

国系白色SpaWnを4¢Cの冷豊中に1953年7月22日から1956年4月6日まで貯蔵したものより菌  

塊の小粒を分取し1956年4月6日葡萄糖発天培養基に移偲し250Cにて発芽の有無を検した。3試料  

共通56年4月11日に至り：発芽し、その後ほ引続き極めて良好な発育を遂げた。  

耐低層試験（4）－100Cで7日間の場合、日本在来ラ匪の胞子培養菌糸の葡萄糖舞天樗他にて成熟せ  

るものを低温処理した。   

発芽条件ほ前記に同一とした。：発芽及び発芽後の成長度ほ第6表の通り極めて良好にて未処理の  

場合を凌で感をいだかせた。  

第六表  短期低温 に対する 耐性  

試験試料No・ト移楯No・l移植月日一発芽月日i壷芽■率】発芽後の成長壷   

極め良好   

1 

写5－…；……ilOO  
65  

100  2 

1 

3  〝  

7  6．25    6．30  
l  

〝  

実験結果の考察   

木蘭ほ高温試験の結果によれば、370Cにて16日間ほ生存出来ることが判明した。これは従来の  

公知の限界を超えるものである。   

低湿粧対してほ従来の湿度と一致している。保存温度40Cの場合発芽カほ回復し、1．50Cにてほ  

顎芽カを失うものがある。－20Cにて死滅するものが増すが－100Cに1週間静置したものは写岩寄  

生長英に極めて良好であった。筆者等の未発表の実験結果によれば低温に対する耐性ほ菌碇、培地、  

冷蔵期間の差により異ること、罷らに高温に耐える品種ほ低温にほ比較的弱い傾向が認められた。   

栽培期間中に高温叉ほ低温に遭遇すると活性の回復には意外に手間どることも了解できた。  

文  献   
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